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3ハンズクオーツの使い方
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パワーリザーブインジゲーターの使い方
対象モデル：7060/7062/7064シリーズ/7366–3/7368–5（Cal.9100/9132）
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ディアルタイムビッグデイトの使い方
対象モデル：7638／7640／7644／8644／8646 シリーズ（Ronda 6203.B）
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ムーンフェイズクオーツの使い方①
対象モデル：7036/7039 シリーズ（Cal. 706B）
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ムーンフェイズクオーツの使い方②
対象モデル：8635/8637シリーズ(Ronda 706.1/706.3)
■ムーンフェイズ搭載モデルの設定手順
1.リューズを1段引き出し、Ⅱのポジションに 
　します。（時計は停止した状態です）
2.ムーンフェイズを設定します。
　ムーンフェイズが満月の表示になるまで、　 
　リューズを時計回りに回します。

3.日付・曜日・月(cal.706.3)を設定します。
　正確に合わせるために、新聞等で月齢を調べ、
　2で設定したムーンフェイズに合わせ過去直
　近の満月の日に設定します。
　リューズを回して、針を午前6時の位置に合わ
　せてください。
　（午後10時から午前5時の位置では調整しない
　でください）
　直近の満月の日になるように、日付ボタン(A)
　で日付を、曜日ボタン(B)で曜日を、月ボタン　
　(C)で月を合わせます。
　設定ができたら、現在の日付になるまで　　
　リューズを回して進めてください。

日付けボタン (A)
曜日ボタン (B)

曜日ボタン (B)

月ボタン (C)

日付けボタン (A)
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4. 時刻を合わせます。
　リューズを回して、現在の時刻に合わせます。

5. 合わせ終わりましたら、リューズを押し込んで通常の位置（Ⅰ）に
　戻してください。

針が午後 10時～午前５時の間は、各針 ( 日付・曜日・月 ) の調
整を行わないでください。
この時間帯は、各針 ( 日付・曜日・月 ) を変更する歯車がかみ合っ
ている時ですので、無理に調整されますと歯車が破損し、正しい
時間帯に各針が切り替わらなくなる恐れがあります。
調整を行う場合は、時針・分針をこの時間帯外に動かしてから、
各針 ( 日付・曜日・月 ) を調整してください。
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GMT機能の使い方
対象モデル：7642/7546/7646シリーズ（Ronda 505.24D/505.24H）
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クロノグラフアラームの使い方
対象モデル：8680/7680 シリーズ/（Ronda 5130.D）
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このアラーム音は 40秒後に繰り返されます。
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クオーツクロノグラフの使い方①
対象モデル：7084/7086/7088/7686/8892シリーズ（Ronda 5030.D）

※8892 シリーズには、日付機能はありません。
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秒針

クロノグラフ分針
クロノグラフ秒針

時針

分針
Aボタン

Bボタン
日付

■時刻の合わせ方
リューズを 2段引き出し､Ⅲのポジションにします｡ 
秒針が止まりますので､リューズを回して時針と分針を
合わせます。合わせ終わりましたらリューズを押し
込んで､通常の位置 (Ⅰ) のポジションにします｡
■日付の合わせ方
リューズを 1段引き出し、Ⅱのポジションにします。
リューズを 12時方向に回して日付を合わせます。
午後 9時～午前 1時の間は､日付は次の日に変わらない
かもしれません。合わせ終わりましたら､リューズを
(Ⅰ) の位置まで戻してください。
■クロノグラフの使い方
このクロノグラフは 59分 59秒を最大とし、
1/4 秒で時間を計って表示することができます。
1.A ボタンでクロノグラフを始動します。
2.A ボタンが押すたびに、クロノグラフを開始、停止できます。
3.B ボタンを押すとクロノグラフの分針、秒針がリセットされます。
■クロノグラフのリセットの仕方
クロノグラフの秒針が元に戻らない時の手順
1. リューズを 2段引出しⅢのポジションにします。
2.A ボタンを押して秒針を０位置にして下さい。
3. 秒針を０位置にしたら時間を修正し、リューズをⅠに戻して下さい。

クロノグラフ秒針
時針

分針
Aボタン

Bボタン

秒針

日付
クロノグラフ分針

クオーツクロノグラフの使い方②
対象モデル：8670/7674/7614/7616/7670シリーズ（Cal.6S21/6S11）
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クオーツクロノグラフの使い方③
対象モデル：7386/7684/7686/7690/7784/8684シリーズ（Ronda 5020.B）
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3ハンズオートマティックの使い方
対象モデル：7652/7654/7664シリーズ（ETA Cal.2826‒2）
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オートマティッククロノグラフの使い方①
対象モデル：7618シリーズ（ETA Valjoux Cal.7753）
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オートマティッククロノグラフの使い方②
対象モデル：7624/7625シリーズ（Sll NE88）
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ソーラークロノグラフの使い方
対象モデル：8086 シリーズ/（VR42A）

リューズを2段引き出し、Ⅲのポジ
ションにします。秒針が止まり
ますので、リューズを回して時針と
分針を合わせます。
合わせ終わりましたらリューズを
押し込んで、通常の位置(Ⅰ)の
ポジションにします。

（クロノグラフ24時間/60秒/30秒針）

リューズを1段引き出し、Ⅱのポジションにします。
リューズを6時方向に回して日付を合わせます。
合わせ終わりましたら、リューズを(Ⅰ)の位置まで戻してください。

・クロノグラフ24時間計測
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分針

24時間針

Aボタン

Bボタン

時針

秒針

バッテリーインジケーター
60秒カウンター

30分カウンター

日付表示

Ⅰ Ⅱ Ⅲ



24

24時間針

30分針

60秒針
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①リューズをⅢの位置まで引き出します。
②Aボタンを押して針を時計回りに調整するか、Bボタンを押して針を反
　時計回りに調整します。
③リューズを押し込んでⅠのポジションまで戻します。

Bボタンを1秒以上押すと、バッテリーインジケーターに充電量が表示さ
れます。
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バッテリーインジケーター



明るさ
(ルクス)環境

充電時間(約)

700

3,000

10,000

100,000

屋内照明

蛍光灯(30Wの下20cm)

太陽光(曇天)

太陽光（晴天）

ー

77時間

24時間

8時間

26時間

6時間

2時間

1時間

103分

22分

7分

3分

通常に動く状
態を1日保つ

時計が停止してから
通常に動き出すまで

時計が停止してか
ら充電完了まで
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